
 
■開催にあたって：2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みが加速する中、企業には脱炭素経営の推進に加え、Scope3 排出量

の削減、生物多様性・自然資本への対応、気候変動リスクへの適応など、より高度な環境マネジメントが求められています。本交流会議では、

環境経営を取り巻く最新動向や先進事例を共有するとともに、各社が直面する課題や対応策について意見交換を行い、実践的な知見の獲得と参

加企業相互のネットワーク形成を図ります。本交流会議の活動趣旨である「環境保全を基軸とした持続可能な社会の実現と企業価値向上に資す

る方策の共同探求」にご賛同いただける環境マネジメント部門の皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

■期    間： 2026 年 9 月～2027 年 5 月（全 9 回会合／13:15～17:00） 

■開    催： 原則「会場＋オンライン（Zoom）」の併用開催 ＊講師・その他の都合により日程、開催方式が変更になる場合があります。 
 

開催日 例会内容（講演テーマ） ※2026 年 8 月現在 

第 1 回 

2026 年 

9/18(金) 

≪講演とオリエンテーション、グループ討議（仮分科会）≫  

「ネイチャーポジティブをめぐる政策動向と企業の役割 

         ～生物多様性とビジネスをめぐる新たな潮流～」 

環境省 自然環境局 自然環境計画課 生物多様性主流化室長 永田 綾 氏  

 

 

第 2 回 

10/16(金) 

 
≪講演とグループ討議（分科会）≫  

「セブン＆アイ・ホールディングスの環境宣言 

GREEN CHALLENGE 2050 とサーキュラー・エコノミー」 

㈱セブン＆アイ・ホールディングス サステナビリティ推進室 業務推進役 尾崎 一夫 氏 
  

 
第 3 回 

11/13(金) 

 

第 4 回 

12/11(金) 

 

第 5 回 

2026 年 

1/15(金) 

 

第 6 回 

 2/19(金) 

 

第 7 回 

 3/19(金) 
 

第 8 回 

 4/9(金) 
 

第 9 回 

5/14(金) 

 

 

■17 期の「全体会（講演）」テーマ、及び、「分科会」テーマは、以下例示をもとに設定します。 

 

□カーボンニュートラル対応（ロードマップ・移行計画作成、削減施策、目標設定 （原料転換、再エネ導入、ICP 導入、クレジット利用等） 

□サーキュラーエコノミー対応（GCP 理解と対応（対応プロセス、データ収集、KPI 設定等）、ライフサイクルを考慮した環境配慮設計） 

□GX-ETS 本格フェーズへの対応（届出関連の理解と算出（排出目標量等合計量、排出実績量、移行計画、第 3 者検証等）） 

□スコープ 3 対応（算出方法、削減目標設定、削減策、サプライヤーエンゲージメントなど） 

□製品の削減貢献量、CFP をめぐる動向（算出方法、第三者検証、国際標準） 

□非財務情報開示（IFRS ・CSRD 等）への対応方法と課題（開示データ抽出・管理、社内体制構築、開示戦略、ステークホルダーとの連携） 

□SSBJ 開示基準（確定版）を踏まえた開示準備（サステナビリティ関連リスク、機会、影響評価、GAP 分析、社内体制構築） 

□TNFD 開示対応 LEAP の進め方（自社事業のリスク、機会抽出、ガイダンスに沿った進め方の理解及び検討、目標設定等） 

□気候変動と自然資本の統合的アプローチ（TCFD/TNFD を統合した開示・施策、TNFD のリスク機会分析の前提となるシナリオの調査・進め方等） 

□気候変動適応への対応（物理的リスク評価、気候シナリオ分析、適応計画・適応目標設定、適応策の立案・実装、レジリエンス向上施策等） 

□炭素以外のプットプリントと活用（水、生物多様性、汚染物質、エコロジカル等） 

□環境 DD の対応（リスク評価、リスク対応、社内体制、データ整備、教育、監査対応等） 

□環境部門の AI 活用（データ選定、開示・トレポーティングチェック、インテリジェンス活動等） 

 
■参加費 ： 正会員：2４0,000 円（本体価格 2２0,000 円+税） ／一  般：242,000 円（本体価格 2４0,000 円+税） 

＊１社の参加費で２名様まで参加可能です。また、第１回例会（９月１８日）への体験参加も承ります。 

■お申込方法 : 下記ホームページ内の「第 1７期参加申込フォーム」からお申込み下さい 
 環境マネジメント交流会議 | 一般社団法人企業研究会 (bri.or.jp)                

■事務局：（一社）企業研究会 上島 正弘 (Email:：kamijima@bri.or.jp  ／TEL：090-6797-1801  （コード№2６0121） 

第 17 期「環境マネジメント交流会議」のご案内 
－「環境保全を基軸とした持続可能な社会の実現と企業価値向上に資する方策の共同探求」－ 

【略歴】2005 年環境省入省。産業廃棄物規制対策や大気汚染物質排出規制対策に関する法制度改正、名古屋議定書や水俣条約の締結、

ESG 金融や地域脱炭素に関する政策・事業などを担当。2024 年７月から現職にて、ネイチャーポジティブ経済移行の促進などを担当。 

ファッションと環境タスクフォースリーダーも務めている。 

 

【略歴】1988 年㈱イトーヨーカ堂に入社、2002 年 販売促進部マネジャー、2006 年㈱セブン＆アイ・ホールディングスへ転籍、社会・文化開発部

オフィサー、2011 年 CSR 統括部環境担当オフィサー、2020 年 ESG 推進本部サステナビリティ推進部シニアオフィサー、2025 年 9 月より現職、

セブン＆アイ・ホールディングス環境宣言 GREEN CHALLENGE 2050 の策定・推進に注力。 


